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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、教育学の観点から、少年院および刑務所における矯正教育の構造と過程に関す
る経験的分析が実施された。量的質問紙調査と質的フィールドワークに基づき、矯正教育のマ
クロな構造的特徴と、ミクロな処遇過程の一端を明らかにすることができた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This study conducted an empirical analysis on the structure and processes of 
correctional education in the Japanese prisons and reform schools from a pedagogical point 
of view. Based on quantitative surveys and qualitative fieldwork, it demonstrated some 
aspects of macro-structure and micro-processes of the Japanese correctional education.  
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１．研究開始当初の背景 
 教育学関連領域において、矯正教育はごく
一部の領域を除いて等閑視されてきた分野
である。しかしながら、近年においてこうし
た学術的動向には変化の兆しが見られる。
2005年に組織され、研究代表者も参加して実
施された「矯正施設における教育研究会（以
下、「施設研」と略す）」においては、女子刑
務所と少年院とにおいて、教育学的関心に基
づくインテンシヴな質的調査がなされた。し
かし同時に、「施設研」の研究には、下記の

ような課題が残されたといえる。 
 第一に、矯正教育に対する教育学的問題設
定と分析枠組みに関して、基礎的な土台を整
えたとはいえ、それらは萌芽的なものに留ま
り、教育学研究そのものに示唆を与えるほど
の考察は、まだなされてきていない。第二に、
第一の点と関連して、具体的な質的調査の分
析をもとにした実証的知見が少しずつ出始
めているのだが、それらは総じて部分的な事
象に焦点を合わせた知見であり、矯正教育の
総体的構造の横断的解明、あるいは、長期に
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わたる実践の展開過程を捉えるような、包括
的な見通しに欠けている。そして第三に、第
二の点の帰結として、矯正教育の構造と過程
に関する実証的な知見が、まだ学問の世界に
も、矯正政策・実践の世界にも、十分貢献で
きるほど深められていない、という点である。
いわば、ようやく助走のための足場ができた
という段階だといえる。 
本研究は、以上の学術的背景を踏まえ、先

行研究の土台を引き継ぎ、それを発展させ、
同時に先行研究の限界を批判的に乗り越え
る新たな知見を産出することをめざす。 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は、以下の三点である。 
第一に、矯正教育の構造と過程に関する経

験的／実証的な調査研究の多角的な実施で
ある。これは、量的サーベイと質的フィール
ドワークに分けられる。 
 第二に、教育学の観点から矯正教育を対象
化する際の問題設定について、教育学内在的
に意義を有するような問いと分析枠組みを
組み上げていくことである。これには、学問
領域横断的なネットワーク構築作業が含ま
れる。 
 第三に、第一と第二の目標を実現し、それ
をふまえて矯正教育に関する学問・政策・実
践的提言を行うことである。 
 
３．研究の方法 
本研究の作業課題と方法を端的にまとめれ

ば、以下の四点となる。第一に、全国の矯正
施設から複数の施設をサンプリングし、施設
職員・被収容者を対象とした質問紙調査を実
施することである（質問紙プロジェクト）。
第二に、「施設研」によって過去に調査され
た三つの矯正施設（刑事施設 1、少年院 2）
を対象に、質的な観点からの“追跡的”なフ
ィールドワークを実施することである（フィ
ールドプロジェクト）。第三に、本研究メン
バーを中心として、さらに現代日本における
矯正教育に関する知識・経験を有する専門家
を招いたワークショップ・シンポジウム等を
開催することで、矯正教育に関する専門家ネ
ットワークを構築し、教育学的分析視角を練
り上げることである（ネットワークプロジェ
クト）。第四に、以上三点のインプット作業
をふまえ、本研究の知見をまとめて出版する
とともに、政策的・実践的な提言を行うこと
である（アウトプットプロジェクト）。 
 
４．研究成果 
(1)研究全体を通して、いくつかの有益な知
見を産出することができた。特に、実証的調
査によって得られたデータをもとに、矯正教
育領域と教育学とを架橋するような、学際的
知見を提示することができたと考える。以下、

上記 4つのプロジェクトごとに、研究成果を
簡潔に記す。 
 
(2)法務省矯正局の協力のもと、全国の少年
院の施設職員・収容少年を対象とした大規模
な質問紙調査を実施した。また、一部の収容
少年に対しては、収容期間を通して計 3回の
追跡調査を行い、施設収容中の変容過程や、
施設職員の意識、教育的働きかけの効果等に
ついての検討を行った。 
 
(3)「施設研」において行われたフィールド
調査を引き継ぎ、少年院処遇に関するよりイ
ンテンシヴなミクロ社会学的考察が行われ
た。ＳＳＴや認知行動療法等、そこで用いら
れている個別具体的な教育テクノロジーに
関して、その教育的機能や導入史についての
考察が深められた。また、施設収容中の被収
容者の「変容」が、その者が語る物語（ナラ
ティヴ）の変容と密接にかかわっていること
が示唆された。 
 
(4)法務省矯正局との合同調査を積極的に展
開することに加え、そこで得られた知見に学
術的観点からの分析を加えたうえでフィー
ドバックすることが試みられた。また、矯正
実務家との専門家会議や、研究分担者による
政策過程への積極的参与など、教育学の側か
らの矯正政策への積極的関与が図られた。 
 
(5)上記(2)～(4)にかかる研究業績が多角的
に産出されたほか、「施設研」時代から継続
する研究蓄積をまとめ、近く、『現代日本の
少年院教育』（名古屋大学出版会）、『少年院
における教育の調査研究』（矯正協会）の二
冊の論文集が刊行される予定である。 
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